











『バーナー ド・リーチの生涯 と芸術 一 「東 と茜 の結婚」 のヴィジョン 』
ミネル ヴ ァ書房2006年3月10日368ペ ー ジ
藪 亨/大 阪芸術大学
二十世紀の イギ リスを代 表す る陶芸家 のひ
と りバー ナー ド・リー チ(BernardHowell
Leach>1887～1979)は,アーツ ・ア ン ド・
クラフツ運動 の流 れを汲む スタジオ ・クラフ
ト運動の主導者 と してイギ リスでは定評があ
るが,日 本 ではむ しろ 『白樺』同人たち との
交遊に端 を発す る名代の親 日家 として,ま た
柳宗悦(1889～1961)が指導 す る民藝運動 の
協力者 と して語 り継がれてきている。 しか し,
「バ ーナー ド・リー チ とい う人物 の生涯 と作
品が持つ独 自性 と面 白 さは,こ う した ナシ ョ
ナ リズムやオ リエ ンタ リズムを正面か ら否定
す ることな く,そ れ らを乗 り越え るような指
向生 と運動性 を持 っていた点 にあ るあ るので
はなかろ うか」 というのが,本 書 の出発点 で
あ る。
そこで本書 の著者 は,様 々な地域 ・文化が
混合 して い くことを肯定 する リーチの遠大な
理 想 「東 と西 の結 婚」(theMarriagesof
EastandWest)に着 目する。 この言 葉は,
リーチが最 晩年 に著 した自伝 『東 と西を越 え
て』(BeyondEastandWest,1978)の最終
頁 に記 されているが,こ の言葉が含まれた文
章 は1920年に既 に日本で書かれた文章 か らの
引用 であ り,長 期の東ア ジア体験 を背景 に し
てお り,そ の後の リーチの人生 を決定付 けた
と,著 者は考え る。 そ して 「東 と西の結婚」
とい う言説 は,「 リーチの作 品 を支 える理念
な い し美学 であ ると同時 に,そ の生涯を支え
た信念 ない し渇望の ような ものであ った。彼
の創作活動 や啓蒙活動,そ して彼の一生涯 は
この言葉へ の理 解な しには語 れない。」 との









































































を積極 的に評価 してお り,そ の論 旨は明快 で
説得力 がある。
第 四章 では,1916年(大正 五)末 か ら1920
年 までの再度 の滞 日が取 り上 げ られている。
本章 中で の興味深 い指摘 は,民 藝運動 の開始
に関す る くだ りであ る。 民 藝運動 の 開始 は
「日本民藝美 術館設立趣意書」 が発表 され た
1926年4月であ るとい うのが一般的で ある。
しか し著者 は,そ の頃のことにつ いての リー
チの言説 に含まれている 「ウィ リアム ・モ リ
スや,彼 がイギ リスで起 した運動」 という言
葉な どに着 目 し,「民藝運動 の構 想 は リーチ
と柳宗悦が我孫子にいた1917年頃に既 に始 まっ
てい た」(77頁)と考 え,リ ーチが 「この時
期 に我 孫子 で,民 藝運動の揺籃期 に立 ち会 っ
たこ とは,彼 にとって も柳 に とって も重要 で
ある」 と指摘 して いる。 この指摘 はモ リスと


















































者を越える 「普遍」を目指 して 「東と西の結
婚」を構想 しており,この言葉を実践するこ
とは倫理的 ・宗教的にみて 「正しい」ことだっ






流を通 してこの言葉を作 り上げている。 しか
もリーチはものを作 ることで思索を深めてお
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り,「東 と西 の結婚」 を体現 した リー チの作
品は,東 西融合論 とよぶべき思潮 を内包 して
いた大正時代の 日本で生 まれ,育 て られたの
である。 この点 は著者が特 に力説 するところ
であ り,説 得力 に満 ちている。
次 に第II部 「〈東 と西の結婚〉の実践(一)
一 セ ン ト・アイ ヴスのバーナー ド・リーチ」
で は,第 六章か ら第八章 において,イ ギ リス
帰国後の リーチの活動 が,特 に彼が セ ン ト・
アイヴスに設立 した リーチ ・ポタ リーを中心
と して論 じられてい る。 リーチは一種の実験
ともい うべ きこの製 陶所 を運営 しなが ら,自
己の表現 を磨 き,手 作業 を旨とす る個人作家
の社会 的な意義 につ いて考え,そ の具体的な
活動のあ り方 を探 ってお り,こ の実験 は リー
チの人生 に とって も,ま た彼が関与 したス タ
ジオ ・クラ フ ト運動 や 日本の民藝運動 にお い
て も大 きな意味 を持 って いる,と いうのが本
章 の主 旨である。 これ まで 日本で は断片的 に
しか紹介 されていなかった リーチ ・ポ タ リー
の全体像 と歴史 が現地調査 と豊かな資料 を用
いて明 らかにされて お り,近 代の工芸やデザ
イ ンの歴史研究 にとって も有意義であ る。
さらに評者 にとって興味深 く思 われたのは,
リーチ ・ポタ リーが1930年代 にな ると一般 家
庭向けに量産 され る安価なスタンダー ド・ウェ
アの開発 ・生産 に乗 り出 してお り,し か もカ
タログによるメール ・オーダー方式 を活用 し
て経営 の安定 を図 ってい ることであ る。 当代
イギ リスにおけるデザイ ン ・マネー ジメ ン ト
の事例 と して も興味深い ところである。 また
スタ ンダー ド・ウェアは基礎訓練 としての意
義が認め られて いたばか りでな く,著 者 によ
ると,リ ー チにとって特別 の意味 があ った。
そ れ は,「 デ ザ イ ンにお い て彼 が研 究 した
〈東洋〉 と 〈西洋〉 の特質 を ともに持 ち合 わ
せてい る点,手 作業 で製作 される点,一 般家







































献 ・資料を精緻に読み解 くのみならず,リ ー
チの子孫や弟子による証言をも巧みに織 り込
んでおり,伝記,作 家論 作品論にまたがる
総合的な リーチ研究のまさに一里塚であると
いえよう。
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